
水戸部 由枝 著

『近代ドイツ史にみるセクシュアリティと政治

     ――性道徳をめぐる葛藤と挑戦』 （昭和堂、2022年）

西洋近現代史研究会・現代史研究会 共催 

合評会

日時 ２０２４年 ４月 ２８日（日） １４：００～１7：００

開催方式 対面・オンラインのハイブリッド開催

会場  明治大学 駿河台キャンパス リバティタワー 1073教室

コメント

日暮 美奈子 氏 （専修大学）

五味 知子 氏     （慶應義塾大学）

人見 佐知子 氏 （近畿大学）

リプライ

水戸部 由枝 氏 （明治大学）

司会 山本 晶子 （慶應義塾大学・院）

◆会場へのアクセス
JR中央線・総武線「御茶ノ水駅」 御茶ノ水橋口 より 徒歩３分
東京メトロ丸ノ内線「御茶ノ水駅」 ２番出口 より 徒歩３分
東京メトロ千代田線「新御茶ノ水駅」 Ｂ３ｂ出口 より 徒歩５分
都営地下鉄三田線・新宿線、東京メトロ半蔵門線「神保町駅」 Ａ５出口 より 徒歩５分

◆参加方法    ＊各種問い合わせ先 online.kingenken2020@gmail.com

オンライン参加の場合に限り、事前申し込みが必要です。右QRコードよりアクセスしてください。
対面で参加される方は、事前申し込み不要です。
会員以外の参加も歓迎します。

◆主催団体

西洋近現代史研究会 【HP】http://kingenken.web.fc2.com/ 【ブログ】https://seiyokingendaishi.blogspot.com/

現代史研究会 【HP】https://gendaishiken.fc2.page/
（本書評会は、科研基盤C「東西ドイツ統一前後の性・家族・エイジングをめぐるポリティクス」（研究代表：水戸部由枝）との共催になります。）


	スライド番号 1

